
乱高下を繰り返す中、下値切り下げ
NY原油先物相場は、1バレル＝86ドル台後半まで値下がりする展開になった。石油輸出国機構

（OPEC）プラスは9月5日の閣僚会合で、10月の生産枠を日量10万バレル引き下げることを決定し、

原油相場はその直後に高値90.39ドルまで急伸した。しかし、7日の取引で需要不安を背景に85ドルの

節目を割り込む急落地合に転じ、翌8日に81.20ドルまで値下がりした。ただ、週末にかけては短期的

な下げ過ぎ感や欧州地区のエネルギー供給不安を背景に急反発し、86ドル台後半まで切り返した。

OPECプラスは増産政策から減産政策への転換を決定した。世界石油需要の僅か0.1％程度の減産幅と

あって、需給見通しに対する直接的な影響は大きくない。ただ、90ドル前後の価格水準でも減産対応に

踏み切ったことは、ポジティブ材料視されている。声明文では、必要とあれば臨時会合を開催する方針

も示されており、OPECプラスが積極的な需給管理に乗り出したとの見方が強い。ただ、原油相場に対

する押し上げ効果は一時的なものに留まっている。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（9月2日時点）は、原油が前週比885万バレル増、ガソリン

が33万バレル増、石油精製品が10万バレル増となった。
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【現状確認】
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（出所）Refinitivよりマーケットエッジ作成
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短期筋主導の乱高下が続く、欧州ではエネルギー危機が深刻化
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【展望】

需要不安と供給不安が交錯する中、短期筋主導の乱高下が続

き易い。1週間で容易に10ドル程度の値幅を形成する可能性

があり、需要不安で急落すると物色妙味がある一方、供給不

安で急伸すると売り妙味があろう。乱高下しつつも、明確な

トレンド形成は難しい状況が続く見通し。

中国では新型コロナウイルス対策のロックダウンが広がりを

見せており、3億人が行動規制の対象になっているとの推計

もある。更に大都市でロックダウンの開始が報告されると、

需要不安の織り込みで80～85ドル水準での取引に回帰する可

能性がある。また、13日にはOPEC、14日には国際エネル

ギー機関（IEA）がそれぞれ最新の月報を発表する予定に

なっている。ここで需要見通しの大幅引き下げといった動き

がみられた際にも、下振れリスクが高まる。

一方、OPECプラスが減産決定後の原油安に強い警戒感を抱

いていることは間違いなく、減産対応強化の可能性を示唆す

るような動きがみられると、下値が固まり易くなる。主要産

油国の動向が動きを見せるかに注目したい。

また、西側諸国と欧州との対立激化にも注目したい。欧州連

合（EU）のエネルギー相理事会は、天然ガス価格の上限設定

を呼び掛けた。ロシア産に限定することは避けたが、事実上

はロシアからの天然ガス調達価格の引き下げを狙うものであ

る。しかし、ロシアは上限価格が設定された場合には欧州向

け天然ガス供給を止める可能性を警告しており、欧州地区の

エネルギー需給を巡る混乱が深刻化すると、原油相場に対し

ても買いが膨らみ易くなる。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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